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書
の
美
を

			



　

求
め
て

数
千
年
の
歴
史
と
、
筆
者
の
思
い
や
感
興
を
背
景
に

育
ま
れ
て
き
た
書
の
美
と
は
何
か
、探
っ
て
い
こ
う
。



	 祭姪稿『書道Ⅰ』　45～48ページ（折り込み）

	 高野切第一種『書道Ⅰ』　82～83ページ



「
ク
イ
ズ
形
式
」の
導
入
教
材

	 『書道Ⅰ』　12～13ページ

導
入
と
し
て
古
典
の
比
較
を
ク
イ
ズ
形
式
で
考
え
る
こ

と
で
、
直
感
的
に
書
風
の
違
い
を
感
じ
と
り
、
楽
し
み

な
が
ら
鑑
賞
の
観
点
を
発
見
で
き
ま
す
。

	 『書道Ⅰ』　49ページ

幅
広
い
授
業
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
鑑
賞
・
臨
書
教

材
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。
新
設
の「
鑑
賞
ガ
イ
ド
」

は
、
生
徒
の
興
味
・
関
心
を
ふ
く
ら
ま
せ
、
分
析
的

な
鑑
賞
力
を
養
う
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

豊
富
な
鑑
賞
、
臨
書
教
材

書
道
Ｉ



別
冊 「
書
の
美
を
探
る
」

	 『書道Ⅰ』　49ページ

巻
末
に
あ
り
ま
す
。

取
り
外
し
て
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

折
り
た
た
み
、

半
紙
の
真
横
に
置
い
て

使
用
で
き
ま
す
。

毛も
う

氈せ
ん

の
上
で
も
書
き
込
め
る

古
典
図
版
。



書
文
化
の
多
彩
さ
に
ふ
れ
る
コ
ラ
ム

書
の
文
化
的
背
景
や
文
学
、
美
術
・
工
芸
と
の
関
わ
り
な
ど
、

書
文
化
の
豊
か
さ
を
感
じ
ら
れ
る
コ
ラ
ム
を
充
実
さ
せ
ま
し
た
。

毛も
う

氈せ
ん

の
上
で
も
書
き
込
め
る

古
典
図
版
。

学
習
の
ポ
イ
ン
ト
を
参
考
に
古
典
の
特
徴

を
直
接
書
き
込
む
こ
と
で
、
鑑
賞
と
臨
書

の
学
習
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

	 『書道Ⅰ』　別冊　2～3ページ

コ
ラ
ム
一
覧

	 『書道Ⅰ』　別冊　表紙　書き込み例

書
道
Ⅱ



	 『書道Ⅱ』　28～29ページ

	 『書道Ⅱ』　10ページ

	 『書道Ⅱ』　76～77ページ

書道Ⅰ　教授資料　定価13,200円（本体12,000円＋税）

１	書道Ⅰ　学習指導の研究　B5判
	 単元ごとに学習展開例を詳しく示し、留意点と評価の
	 観点を例示しました。

書道Ⅱ　教授資料（予定）

１	書道Ⅱ　学習指導の研究　B5判
	 単元ごとに学習展開例を詳しく示し、留意点と評価の
	 観点を例示しました。

教師用指導書

・
青
銅
器
の
世
界

・
文
字
を
習
う

・〈
鑑
賞
〉
中
国
近
代
の

   

篆
書
、
隷
書

・
あ
の
人
が
残
し
た
書

・
北
朝
の
書
の
魅
力

・
落
款
を
考
え
る

・
書
と
美
術
・
工
芸
と
の
関
わ
り

・
古
筆
に
見
る
小
倉
百
人
一
首

コ
ラ
ム
一
覧

３	書道Ⅰ　付属DVD-ROM
	 教授用動画、ワークプリント集のデータ、教科書本文データ、
	 年間学習指導計画例、単元例、シラバス（例）他。

３	書道Ⅱ　付属CD-ROM
	 ワークプリント集のデータ、教科書本文データ、年間
	 学習指導計画例、単元例、シラバス（例）他。

２	書道Ⅰ　ワークプリント集 1 2　各B4判
	 学習記録、各古典の拡大手本、集字資料、補充資料他。

２	書道Ⅱ　ワークプリント集 1 2　各B4判
	 学習記録、各古典の拡大手本、集字資料、補充資料他。



発行者の番号・略称 教科書の記号・番号 教科書名 発行者名

１７　教出 書Ⅰ　704 書 道　Ⅰ 教育出版株式会社

項　　目 観　　点 特　　　色　　　等

①内容の選択・

程度

＊学習指導要領、教科の目標を
達成するために必要な教材

＊基礎的・基本的事項の理解や
習得のための配慮

〇漢字仮名交じりの書、漢字の書、仮名の書が指導要領の内容にそって展開されている。
〇漢字、仮名の書の古典教材は、基礎・基本的なものを取り上げていて、書道Ⅰにふさわし

いものとなっている。

②組織・配列・

分量
＊学習指導を有効に進めるため

の組織・配列・分量

〇学習の導入では、中学校書写から高等学校芸術科書道への展開が関連して学習できるよう
に配慮されている。

〇漢字の書では、唐の四大家の古典を基本教材として取り上げている。
〇仮名の書では、上代様の蓬萊切、高野切第三種を基本教材として取り上げており書道Ⅰに

ふさわしいものとなっている。

③表記・表現

　および使用上

の便宜

＊ 学 習 意 欲 を 高 め る た め の 配
慮、用語・記号の取り上げ方
および記述の方法

＊印刷の鮮明度、活字の大きさ、
行間、製本など

〇漢字の教材は、羅列的な編成ではなく、教材同士を対比構成にしており、各教材の特徴が
理解しやすいものとなっている。

〇学習の観点を示すことにより、生徒自ら考え主体的に学習できるように配慮されている。
〇本文活字は読みやすく、レイアウトにも視覚的な配慮がされている。
〇表紙は、抗菌加工が施され、またコーティングされており墨汁や汚れに強い堅牢なものに

なっている。また、製本は、あじろ綴じで堅固である。

④総合所見

〇漢字、仮名の書は基礎・基本的なものを取り扱っており、またその分量も適切であり、書道Ⅰの内容にふさわしいものとなっ
ている。

〇別冊「書の美を探る」は、古典の集字教材が A4 判に拡大されており、そして二ツ折にしやすい中綴じのため臨書学習に配
慮されたつくりとなっている。

検討の観点と特色

発行者の番号・略称 教科書の記号・番号 教科書名 発行者名

１７　教出 書 II　703 書 道　II 教育出版株式会社

項　　目 観　　点 特　　　色　　　等

①内容の選択・

程度

＊学習指導要領、教科の目標を
達成するために必要な教材

＊基礎的・基本的事項の理解や
習得のための配慮

〇漢字の書では、漢字五書体を取り上げ、歴史的評価の定まった古典を基本教材として取り
上げている。

〇仮名の書は、書道Ⅰから学習を発展させる教材を取り上げ、高野切第一種を主教材とした
構成となっている。

②組織・配列・

分量
＊学習指導を有効に進めるため

の組織・配列・分量

〇漢字の書は、篆書・隷書・草書・行書・楷書の順に取り上げられていて、書体の歴史的成
立過程の理解につながる特色ある編成になっている。

〇仮名の書は、同じ和歌を寸松庵色紙・関戸本古今集・元永本古今集などで比較して学習で
きる構成とし、学習の発展につながるよう工夫されている。

〇漢字仮名交じりの書は、漢字や仮名の古典の学習と関連させた作例を多く取り上げて、学
習方法もよく配慮されている。

〇篆刻・刻字・書道史（日本・中国）の扱いも図版を多く用いることで生徒が理解しやすい
ものとなっている。

〇漢字の学習は、古典の図版が見やすく、鮮明な部分を選び、しかも古典ごとに半紙で学習
するのに適した集字教材を示すことで、授業で扱いやすい構成となっている。

③表記・表現

　および使用上

の便宜

＊ 学 習 意 欲 を 高 め る た め の 配
慮、用語・記号の取り上げ方
および記述の方法

＊印刷の鮮明度、活字の大きさ、
行間、製本など

〇教科書巻末の書道史年表、書道史地図は資料写真を多く用いて、授業で活用しやすいもの
になっている。

〇全ページカラー化されており、古典教材の再現性が高まり、教材性、鑑賞性が豊かなもの
となっている。

〇鮮明な印刷により古典教材の再現性が高まり、教材性、鑑賞性が豊かなものとなっている。
〇表紙は、抗菌加工が施され、またコーティングされており墨汁や汚れに強い堅牢なものに

なっている。また、製本は、あじろ綴じで堅固である。

④総合所見 〇漢字の書は五書体を取り扱い、仮名の書は高野切第一種を中心に基本的な教材を取り扱っており教材性、鑑賞性が大変豊か
なものとなっている。

平成 21 年学習指導要領
対応教科書

【書道 Ⅲ】
　17　教出　書Ⅲ　303
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